
新しい

○市および県のホームページなどで次の情報を確認することができます

◆ 釡石市ハザードマップ ◆釡石市の防災情報（気象庁ホームページ）

◆釡石市の防災行政無線の放送内容 ◆岩手県の水位観測所の水位
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避難指示までに必ず避難
（避難勧告は廃止されました）
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警戒レベル状況 新たな避難情報等 皆さんが取るべき行動 判断の参考情報

災害発生
又は切迫
災害発生
又は切迫
災害発生
又は切迫

災害の
おそれあり
災害の
おそれあり

災害の
おそれ高い
災害の
おそれ高い

気象状況悪化気象状況悪化

今後気象状況
悪化のおそれ
今後気象状況
悪化のおそれ

～～～～～～～～<警戒レベル4までに必ず避難！>～～～～～～～～

緊急安全確保 ※1

避難指示 ※2

高齢者等避難 ※3

大雨注意報
洪水注意報
（気象庁）

早期注意情報
（気象庁）

命の危険
直ちに安全確保

危険な場所から
全員避難

危険な場所から
高齢者等は避難

自らの避難行動を確認する

災害への心構えを高める

大雨特別警報
氾濫発生情報

土砂災害警戒情報
氾濫危険情報

洪水警報
大雨警報
氾濫警戒情報

氾濫注意情報

※1　市町村が災害の状況を確実に把握できるものではないなどの理由から、警戒レベル5は必ず発令される情報ではありません
※2　避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで発令されます
※3　警戒レベル3は、高齢者等以外の人も必要に応じ、普段の行動を見合わせたり危険を感じたら自主的に避難するタイミングです

警戒レベル5は、
すでに安全な避難ができず
命が危険な状況です。

警戒レベル５緊急安全確保の
発令を待ってはいけません！

避難勧告は廃止されます。
これからは、

警戒レベル４避難指示までに
危険な場所から全員避難

しましょう

避難に時間のかかる
高齢者や障害のある人は、
警戒レベル３高齢者等避難で
危険な場所から避難
しましょう

洪水・土砂災害時の避難行動の基準
５月20日から避難情報などが変更されました

あなたの街の防災情報nigedoki　釡石

釡石市防災行政無線 岩手県河川情報システム

保存版
災害から身を守るために、
緊急避難場所を確認しよう 問い合わせ

市防災危機管理課　☎27-8441

釡石市は地震・津波災害
とともに、洪水・土砂災
害発生の危険性が高い地
域です

自宅周辺の状況や
緊急避難場所を
確認しましょう

早めの避難が
大切です

　釡石市は、津波の常襲地ですが、
洪水や土砂災害が発生する危険性
が高い地域でもあります。
　市域の約9割が森林で平地が少
ない上、傾斜が急な険しい山に囲
まれた狭い地形のため、急傾斜地
や河川のそばに多くの住宅が建て
られています。そのため、梅雨や
台風、秋雨に加え、近年の異常気
象による集中豪雨などにより、洪
水や土砂災害が発生する危険性が
高い状況にあります。
　釡石市には、現在、土石流危険
渓流が 421 カ所、急傾斜地崩壊
危険箇所が 604カ所、合計 1,025
カ所と多くの土砂災害危険箇所が
あります。

　自分が住んでいる地域や家の立地環境
について、津波の危険性とともに洪水や
土砂災害の危険性があるかあらかじめ確
認しましょう。
　そして、近くの緊急避難場所を確認し、
津波の恐れがある場合にはただちに近く
の高台や緊急避難場所に、洪水・土砂災
害の恐れがある場合には避難指示などの
発令を待たず、自主的に近くの緊急避難
場所や安全な場所に避難することも対策
の一つです。
　また、テレビやラジオ、インターネッ
トなどを活用し、気象情報や浸水想定区
域・土砂災害危険箇所、緊急避難場所な
ど、それぞれ必要な情報を確認してくだ
さい。
　なお、内閣府が改定した「避難情報に
関するガイドライン」では、住民が「自
らの命は自らが守る」意識を持って自ら
の判断で避難行動を取るよう求め、行政
はそれを全力で支援する取り組みを強化
することとしています。その取り組みの
一つとして、住民の皆さんが主体的に避
難行動を取れるよう、5段階の警戒レベ
ルによる分かりやすい防災情報を提供し
ています。（４ページ参照）

　洪水や土砂災害など雨に関
係する災害は避難のタイミン
グが難しく、まだ大丈夫と
思っているうちに雨が激しく
なり、避難することがかえっ
て危険な状況になることがあ
ります。その場合は無理をせ
ず、自宅の 2階以上の部屋に
移動することが有効になる場
合もありますが、家の裏に高
い急斜面の山などがある場合
は、土砂災害の危険もあり、
完全に有効とはいえません。
　市は避難が必要な場合には
早めの避難につながるよう
に、気象情報などを基にでき
るだけ早く避難指示などを発
表する方針です。しかし、急
な局地的集中豪雨などで避難
情報が出ていなくても災害が
発生することもあります。災
害に備え、地域の情報を確認
し、早めに避難する習慣を身
につけましょう。

避難場所・避難所の種類
緊急避難場所

（火災・地震／津波／洪水・土砂災害）

拠点避難所 福祉避難所

　災害が発生、または発生する恐れが
ある場合に、その危険から逃れるため
の場所または施設です。避難が遅れた
場合や、避難経路が危険な場合は、無
理に避難場所を目指そうとはせず、よ
り安全な方法で少しでも安全な場所に
移動してください。なお、地域によっ
ては、災害の種類ごとに緊急避難場所
が異なる場合があります。

　災害の危険性があり避難
した人が災害の危険性がな
くなるまで滞在する、また
は災害により家に戻れなく
なった人が一時的に滞在す
るための施設です。

　災害時に拠点避難所などにおい
て、避難所生活が困難な高齢者や
障がいのある人など、何らかの特
別な配慮を必要とする人が避難す
る施設です。なお、福祉避難所
は、必要に応じて開設される二次
的な避難所であり、最初から福祉
避難所として利用することはでき
ません。

福祉

42021.6.15広報かまいし5 2021.6.15 広報かまいし


